
第57号 2018年 9月 25日発行

 いくつかの台風を経て、ようやく涼しくなってきました。法学類月報第 57 号では、

9月末で本学を退職される山本竜大先生のエッセイ、この夏の法学類グッズの展開につ

いて、法学類 OB村田光さんからの先輩メッセージをお届けします。 

◆◆教員エッセイ◆◆ 第22回 山本竜大先生（政治ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論） 

 今夏は異常気象により、日本全国各地で酷暑が多発し、「汗をかく」日も必然と増しま

した。その 「汗をかく」という表現に日常的、物理的に用いられるもの以外に二つの意味

があることを辞書で確認できます。すなわち、「冷や汗が出る。はらはらする。」と 「自分

から進んで行動する。一生懸命努力する」です。 

 この言葉は様々な感情をわたしから引き出します。（感謝を前提に以下を記すことをお

許し下さい。）文系初のテニュア・トラック制度で本学に赴任以降、みなさまのご配慮で

過ごしやすい環境を提供していただき、一年ずつ実績を積み重ねていこうという思いで

当時私は過ごしました。もっとも時が過ぎるにつれ、法学類・系の多くの先生方にご助

力いただいた上記制度の審査基準や手続内容の行方には「汗をかきました」。 

 もう一つの意味と照らし合わせた時、法学類 ・系のために十分にわたしが 「汗をかく」

ことが出来たかは、人事評価に通じるため、自身で判断出来ません。ただ、事務職員の

方々を含め、多くのみなさまの寛容さのおかげで 「なんとか、やってこれた」という思い

は、間違いないものです。 

 ご迷惑をかけながら過ごしたこれまでの年月は、私の人生でその全てが貴重な経験 （値）

となりました。研鑽のみならず、今後楽しく過ごせるかは自分次第ですが、ここで得ら

れたものを礎として、やはりここで触れた二番目の意味で新天地でも汗をかきたいと思

います。大変お世話になりました。     （平成 30年 10月より名古屋大学へ） 

法学類の学類章を作りました！ 

広報委員会では、2008年の法学類発足から 10年の節目にちなんで、 

学類章を作りました！学類章は、次号から本誌のタイトルにも配置するほか、

様々な広報活動に活用していきます。8月開催のキャンパスビジット、スタ

ディプログラムに際して作成したスタッフＴシャツにも、背面に学類

章をあしらっており、紋付のような雰囲気を醸し出しています。 

「学類」の文字の上に、公正の象徴としてのテミス（ユースティ

ティア）の剣と天秤とで「法」を示し、金沢大学のシンボルであ

るハアザミ（アカンサス）を意匠化して配置しています。
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●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 (n-kyomu@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

            時間とお金と僕 

 社会人になって、学生時代に専門科目や英語や他の言語など、もっと

真面目に勉強しておけばよかったと痛感しています。僕は生産管理課

で、市場動向のリアルタイム変化を捉えた生産数の調整、損益状況の改善や物流の管理を担当

しています。ここでは、法律（だけでなく財務や経済も）の幅広い知識、経験が求められます。

また、仕事には英語能力も必須で、毎月英語での会議に出席し、ほぼ毎日英文メールのやりとり

に悪戦苦闘しています。英語を使えるだけで業務の幅が広がるので、今後のキャリアへの影響

をひしひしと感じます（確実に出世に響きます…）。 

 時間を豊富に使える学生のうちに、たくさん勉強してください。僕

はスキルアップのために資格の勉強をしていますが、学生時代と比べ

ると空き時間は少なく、勉強時間を捻出するのもかなり大変です。学

生時代をだらだらと過ごすくらいなら、勉強なり読書なり、意識高く

海外旅行なり、行動しましょう。週40時間は拘束時間（自由には使え

ない時間）だと想像してみてください… 

 時間は減りますが、自分で頑張って稼いだ給料を自分のために遣え

る自由があります。旅行に行ったり、お金のかかる趣味を始めてみた

り（最近ダイビングを始めました）、本をたくさん買うなど、さらに充

実した社会人生活のために投資できます。 

 時間がたくさんある学生だからこそ、全力で遊び、全力で勉強してください！ 

村田 光（2017年卒業 ㈱金沢村田製作所勤務） 
 

法学類の英語訳School of Law の文字を人間社

会学域のスクールカラーである橙色（旧法学部のス

クールカラーでもある）で意匠化。よく見ると、金沢

の冬の風物詩「雪吊り」のような模様が浮かび上が

ります。上部には「カイチ」がのぞいています。 

Ius est ars boni et aequi 

（法は善および衡平の術である） ローマ法大

全のうち学説彙纂（Digesta）の冒頭に登場

する格言を引用しています。 

この夏大好評だった 

法学類オリジナルＴシャツ！ 

http://www.law.kanazawa-u.ac.jp/home/geppo
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